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性
機
能
障
害
と
は 

　
性
機
能
障
害
と
は
、
性
に
関
わ
る
心
や
体

の
働
き
に
何
ら
か
の
不
調
が
起
こ
る
こ
と
を

い
い
ま
す

男
性
で
は
、「
勃
起
し
づ
ら
い
」「
射
精
ま
で

時
間
が
か
か
る
、
ま
た
は
早
す
ぎ
る
」「
年
齢

と
と
も
に
性
欲
が
低
下
す
る
」
な
ど
が
代
表

的
で
、
勃
起
障
害
（
Ｅ
Ｄ
）、
射
精
障
害
、
加

齢
男
性
・
性
腺
機
能
低
下
症
（
Ｌ
Ｏ
Ｈ
症
候

群
）
な
ど
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　
２
０
２
3
年
の
日
本
性
機
能
学
会
の
調
査
に

よ
る
と
、
日
本
人
男
性
の
約
30
・
９
％
、
つ
ま

り
日
本
人
男
性
の
約
１
４
０
０
万
人
（
日
本
人

男
性
の
４・４
人
に
１
人
）
が
Ｅ
Ｄ
を
抱
え
て
お

り
、
若
い
世
代
で
も
高
い
割
合
で
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
性
機
能
の
悩
み
は
年
齢
に

関
係
な
く
起
こ
り
う
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す （
※
1
）。

　
女
性
で
も
、
女
性
性
機
能
障
害
（Fem

ale 
Sexual Dysfunction

：
Ｆ
Ｓ
Ｄ
）
と
い

う
考
え
方
が
注
目
さ
れ
、
ホ
ル
モ
ン
の
変
化

や
、
出
産
・
更
年
期
な
ど
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。
加
え
て
、「
性
の
健
康
（Sexual 

health

）」
は
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
で

も
重
視
さ
れ
て
お
り
、
人
生
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）

を
左
右
す
る
大
切
な
健
康
の
一
部
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

 

勃
起
障
害（
Ｅ
Ｄ
）と
は
？ 

　
Ｅ
Ｄ
と
は
、
満
足
な
性
行
為
を
行
う
の
に

十
分
な
勃
起
が
得
ら
れ
な
い
か
、
ま
た
は
維

持
で
き
な
い
状
態
が
持
続
ま
た
は
再
発
す
る

こ
と
、
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
（
※
2
）。
体
の

問
題
（
血
管
・
神
経
・
ホ
ル
モ
ン
）
や
、
心
の

問
題
（
ス
ト
レ
ス
・
不
安
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
原
因
が
関
与
し
、
そ
の
両
方
の
特
徴
を
も

つ
混
合
型
Ｅ
Ｄ
が
最
も
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

1  

Ｅ
Ｄ
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
も
の

     （
危
険
因
子
）

　
加
齢
、
糖
尿
病
、
肥
満
、
運
動
不
足
、
心

血
管
疾
患
、
高
血
圧
、
喫
煙
、
テ
ス
ト
ス
テ

ロ
ン
値
の
低
下
、
慢
性
腎
臓
病
、
下
部
尿
路

障
害
、
神
経
疾
患
、
手
術
や
外
傷
、
う
つ
な

ど
の
精
神
的
因
子
、
薬
物
、
睡
眠
時
無
呼
吸

症
候
群
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
多
く
の
場

合
、
ひ
と
つ
だ
け
で
は
な
く
複
数
の
原
因
が

重
な
っ
て
Ｅ
Ｄ
が
起
き
て
い
ま
す
。

2  

Ｅ
Ｄ
の
自
己
チ
ェッ
ク
を

     

し
て
み
ま
し
ょ
う
！

　

ご
自
身
の
状
態
を
簡
単
に
確
認
で
き
る

「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
ス
コ
ア
（
男
性
の
性
機
能
問
診

票
）」
と
い
う
チ
ェッ
ク
表
が
あ
り
ま
す
（
表
１
）。

● 

21
点
以
下
の
場
合
は
Ｅ
Ｄ
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

● 

点
数
が
低
い
ほ
ど
Ｅ
Ｄ
が
重
い
可
能
性
が

特 

集性
機
能
の
悩
み
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あ
り
ま
す
が
、
最
近
性
交
の
機
会
が
な
い
方

は
、
点
数
だ
け
で
は
判
断
で
き
ま
せ
ん
。（
医

師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

Ｅ
Ｄ
の
診
断
と
健
康
チ
ェッ
ク

　
Ｅ
Ｄ
の
診
断
に
は
、
問
診
に
加
え
て
、
必
要

に
応
じ
て
以
下
の
よ
う
な
診
察
や
検
査
を
行

い
ま
す
。

•

陰
茎
や
陰
嚢
（
精
巣
ま
わ
り
）
の
診
察

•

若
い
方
の
場
合
は
、
思
春
期
の
発
達
（
声
変

わ
り
や
ひ
げ
の
有
無
な
ど
）
に
異
常
が
な
い

か
の
確
認

•

ご
高
齢
の
方
の
場
合
は
、
前
立
腺
の
状
態
も

チ
ェッ
ク
し
ま
す

•

尿
検
査
や
血
液
検
査
な
ど
の
臨
床
検
査
も

あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

3  

Ｅ
Ｄ
は
、体
が
そ
っ
と
教
え
て     

     

く
れ
る『
未
来
の
病
気
予
報
』

　
気
づ
い
た
今
が
、
健
康
を
見
直
す
チ
ャ
ン
ス

Ｅ
Ｄ
は
、
決
し
て
恥
ず
か
し
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
に
で
も
起
こ
り

う
る
、
ご
く
自
然
な
体
の
変
化
で
す
。

　
そ
し
て
、
Ｅ
Ｄ
は
血
管
の
病
気
―

た
と
え
ば
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な

ど
の
重
大
な
疾
患
と
関
係
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
（
※
3
）。

　
陰
茎
の
血
管
は
、
体
の
中
で
も
っ

と
も
細
い
動
脈
で
す
（
図
１
）。
だ

か
ら
、
動
脈
硬
化
が
始
ま
る
と
、

ま
ず
最
初
に
こ
の
細
い
血
管
が
詰
ま

り
や
す
く
な
る
の
で
す
。
つ
ま
り
Ｅ

Ｄ
は
、「
血
管
の
健
康
に
黄
色
信
号

が
灯
っ
て
い
る
」
サ
イ
ン
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
Ｅ
Ｄ
に
気

づ
く
こ
と

は
、
あ
な

た
の
未
来
の

健
康
を
守

る
第
一
歩
に

な
り
ま
す
。

 

4  

Ｅ
Ｄ
の
治
療
は
、あ
な
た

     

だ
け
の
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て

　
Ｅ
Ｄ
の
治
療
は
、
原
因
や
体
の
状
態
に
合

わ
せ
て
段
階
的
に
行
い
ま
す
。
ま
ず
は
飲
み

薬
（
１
次
治
療
）
か
ら
始
め
て
、
効
果
が
不

十
分
な
場
合
や
飲
め
な
い
場
合
は
、
次
の
治
療

（
２
次
治
療
）
へ
と
進
み
ま
す
。

Ｅ
Ｄ
の
治
療
法

１
次
治
療
：
飲
み
薬
（
Ｐ
Ｄ
Ｅ
５
阻
害
薬
）

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
Ｅ
Ｄ
治
療
で
最
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
の

が
、「
Ｐ
Ｄ
Ｅ
５
阻
害
薬
」
と
い
う
飲
み
薬
で

す
。

•

バ
イ
ア
グ
ラ
Ⓡ
（
シ
ル
デ
ナ
フィ
ル
）：
内
服
後

30-

60
分
で
効
果
を
発
揮

•

シ
ア
リ
ス
Ⓡ
（
タ
ダ
ラ
フィ
ル
）：
内
服
後
30

分
か
ら
効
果
を
発
揮
し
、
36
時
間
効
果
が
持

続

•

レ
ビ
ト
ラ
Ⓡ
（
バル
デ
ナ
フィ
ル
）：
内
服
後
30

分
で
効
果
を
発
揮

　
こ
れ
ら
は
陰
茎
の
血
流
を
良
く
し
て
、
自

然
な
勃
起
を
助
け
て
く
れ
る
お
薬
で
す
。

　
２
０
２
２
年
４
月
か
ら
、
不
妊
治
療
で
使

用
す
る
際
に
は
保
険
が
使
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

⚠️ 

注
意
点

　
心
臓
の
病
気
で
硝
酸
薬
（
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ

ン
な
ど
）
を
使
っ
て
い
る
方
は
、
こ
れ
ら
の
薬

を
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

最
近
で
は
こ
の
薬
が
、
患
者
さ
ん
の
羞
恥

心
を
利
用
し
て
偽
造
医
薬
品
と
し
て
出
回
っ
て

い
ま
す
。
必
ず
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

２
次
治
療
：
飲
み
薬
が
合
わ
な
い
方
へ

　
飲
み
薬
で
効
果
が
出
に
く
い
方
や
、
薬
が
使

え
な
い
方
に
は
、
次
の
よ
う
な
治
療
法
も
あ
り

ま
す
。

　
陰
圧
式
勃
起
補
助
具 （Vacuum Constriction 

Device: VCD

）（
図
２
）

　
専
用
の
機
器
で
陰
茎
に
や
さ
し
く
吸
引
を
か

け
て
血
液
を
送
り
込
み
、
勃
起
を
促
し
ま
す
。

•

そ
の
後
、
リ
ン
グ
を
装
着
し
て
勃
起
状
態
を

キ
ー
プ
し
ま
す
。（
性
交
時
、
リ
ン
グ
は
外
し

て
も
構
い
ま
せ
ん
）

•

日
本
で
は 「
ビ
ガ
ー
２
０
２
０
」 

と
い
う
新
し

い
Ｖ
Ｃ
Ｄ
が
開
発
・
承
認
さ
れ
、
安
全
性
も

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
３
）

　
副
作
用
と
し
て
は
、
陰
茎
の
軽
い
痛
み
や
し

び
れ
、
内
出
血
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
多
く

は
軽
度
で
一
時
的
で
す
。

　
高
知
大
学
で
も
処
方
が
可
能
で
す
の
で
、
担

当
医
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、

①
「
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
補
充
療
法
」

低
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
症
の
患
者
に
は
テ
ス
ト
ス

テ
ロ
ン
補
充
は
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
３)

。
担

当
医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②
「
Ｐ
Ｇ
Ｅ
１
の
陰
茎
海
綿
体
注
射
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　
勃
起
障
害
の
診
断
薬
と
し
て
は
２
０
１
１
年

２
月
に
Ｐ
Ｇ
Ｅ
１
の
海
綿
体
注
射
が
本
邦
で
も

主な
血管病

動脈内径

勃起障害
（ED）

狭心症
心筋梗塞

脳梗塞
脳出血

末梢
動脈疾患

1～2mm 3～4mm 5～7mm 6～8mm

詰まりやすい 詰まりにくい

（図１） 動脈の太さ  

1. 勃起してそれを維持する自信はどの程度ありましたか？
0　非常に低い
1　低い
2　中くらい
3　高い
4　非常に高い

2. 性的刺激によって勃起した時、どれくらいの頻度で挿入可
能な硬さになりましたか？
0　性的刺激はなかった
1　ほとんど、又は全くならなかった
2　たまにあった（半分よりかなり低い頻度）
3　時々あった（ほぼ半分の頻度）
4　しばしばあった（半分よりかなり高い頻度）
5　ほぼいつも、又はいつもあった

3. 性交の際、挿入後にどれくらいの頻度で勃起を維持できま
したか？
0　性交を試みなかった
1　ほとんど、又は全く維持できなかった
2　たまに維持できた（半分よりかなり低い頻度）
3　時々維持できた（ほぼ半分の頻度）
4　しばしば維持できた（半分よりかなり高い頻度）
5　ほぼいつも、又はいつも維持できた

4. 性交の際、性交を終了するまで勃起を維持するのはどれく
らい困難でしたか？
0　性交を試みなかった
1　極めて困難だった
2　とても困難だった
3　困難だった
4　やや困難だった
5　困難でなかった

5. 性交を試みた時、どれくらいの頻度で性交に満足できまし
たか？
0　性交を試みなかった
1　ほとんど、又は全く満足できなかった
2　たまに満足できた（半分よりかなり低い頻度）
3　時々満足できた（ほぼ半分の頻度）
4　しばしば満足できた（半分よりかなり高い頻度）
5　ほぼいつも、又はいつも満足できた

この 6ヶ月に、

（表１） ＳＨＩＭスコア（男性の性機能問診票）
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保
険
適
用
の
認
可
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
治
療

薬
と
し
て
の
使
用
は
本
邦
で
は
未
承
認
で
す
。

使
用
す
る
た
め
に
は
所
属
施
設
の
倫
理
委
員
会

の
承
認
が
条
件
と
な
り
、
自
費
診
療
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
担
当
医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

5  

が
ん
治
療
後
の
Ｅ
Ｄ

     

に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す

     

（
陰
茎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）

　
前
立
腺
が
ん
は
、
日
本
の
男
性
に
と
っ
て
最

も
多
い
が
ん
の
一
つ
で
す
。

　
が
ん
の
治
療
で
前
立
腺
を
手
術
す
る
際
、

勃
起
を
支
配
す
る
神
経
も
一
緒
に
切
除
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
Ｅ
Ｄ
に

悩
む
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た

場
合
に
も
、
飲
み
薬
や
Ｖ
Ｃ
Ｄ
が
治
療
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
骨
盤
底
筋
体
操
も

勃
起
機
能
・
女
性
性
機
能
の
回
復
を
助
け
る

方
法
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
研
究

も
増
え
て
い
ま
す
。
当
院
で
も
自
費
診
療
で

骨
盤
底
筋
体
操
を
開
始
し
ま
し
た
。
担
当
医

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

  

あ
な
た
に
合
っ
た 

　 

治
療
法
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｅ
Ｄ
の
治
療
に
は
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
り

ま
す
。

　
年
齢
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
体
の
状
態
に
応

じ
て
、
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
方
法
が
選
べ
ま

す
。
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
恥
ず
か
し

が
ら
ず
に
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
よ
り
良
い
毎
日
と
、
よ
り
良
い
人
生
の
た

め
に
─
─
私
た
ち
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

（図２）ＶＣＤの仕組み（図３）ビガー２０２０　（引用：株式会社Ａ＆ＨＢ）
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女
性
に
も
あ
る

性
の
悩
み

　
ひ
と
り
で
抱
え
こ
ま
な
い
で
、
あ
な
た

の
心
と
体
の
声
を
大
切
に
。

　
「
性
の
悩
み
」
と
聞
く
と
、
男
性
だ
け

の
問
題
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は

女
性
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
性
の
不
調
が
あ

り
ま
す
。
最
近
で
は
、「
女
性
性
機
能
障
害

（Fem
ale Sexual Dysfunction

：
Ｆ

Ｓ
Ｄ
）」（
※
4
）
と
い
う
概
念
も
広
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

1

Ｆ
Ｓ
Ｄ

     （
女
性
性
機
能
障
害
）っ
て
？

　
Ｆ
Ｓ
Ｄ
と
は
、
女
性
が
性
に
関
し
て
感

じ
る
「
つ
ら
さ
」
や
「
困
り
ご
と
」
の
こ

と
で
、
具
体
的
に
は
こ
ん
な
症
状
が
あ
り

ま
す
。

• 

性
に
対
す
る
興
味
や
関
心
が
わ
か
な
い

• 

性
的
な
快
感
（
オ
ル
ガ
ズ
ム
）
を
感
じ
に

く
い

•

性
交
時
の
痛
み
や
、
膣
の
乾
燥
・
違
和
感

が
あ
る

女
性
の
体
は
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
大
き
く

変
化
し
ま
す
。

　

女
性
は
、
年
齢
や
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

（
出
産
・
育
児
・
閉
経
な
ど
）
と
と
も
に

ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が
大
き
く
変
わ
る
た

め
、
性
の
悩
み
も
生
じ
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
特
に
更
年
期
に
な
る
と
、
女
性
ホ
ル
モ
ン

（
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
）
の
分
泌
が
減
る
こ
と

で
、

•

膣
の
乾
燥

•

性
交
時
の
痛
み

•

性
へ
の
関
心
の
低
下

な
ど
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
で
も
、
こ
れ
は
体
の
自
然
な
変
化
。
決

し
て
「
お
か
し
い
こ
と
」
で
も
「
あ
な
た

の
せ
い
」
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

2

若
い
世
代
に
も
、

     

性
の
悩
み
は
あ
り
ま
す

　
Ｆ
Ｓ
Ｄ
は
更
年
期
だ
け
で
な
く
、
若
い

女
性
に
も
起
こ
り
得
る
こ
と
で
す
。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
関
係
性
、
過
去
の
経

験
、
育
児
の
ス
ト
レ
ス
な
ど
、
こ
こ
ろ
の

影
響
も
Ｆ
Ｓ
Ｄ
の
一
因
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
実
際
に
、
年
齢
に
関
係
な
く
、

女
性
の
約
40
〜
50%

が
性
に
関
す
る
悩
み

を
抱
え
て
い
る（
※
5
）と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
我
慢
す
る
し
か
な
い
」
と
思
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？

　
日
本
で
は
、
Ｆ
Ｓ
Ｄ
に
悩
ん
で
い
て
も

受
診
す
る
女
性
は
ま
だ
少
な
く
、
多
く

の
方
が
長
く
一
人
で
抱
え
込
ん
で
い
る
の

が
現
状
で
す
。

で
も
、
改
善
で
き
る
方
法
は
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
…

•

ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
（
Ｈ
Ｒ
Ｔ
）

•

保
湿
ジェ
ル
の
使
用

•

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ

ポ
ー
ト

•

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

な
ど

　

日
本
泌
尿
器
科
学
会
の
会
員
数
は
、

２
０
２
４
年
の
段
階
で
９
８
８
６
人
、

う
ち
女
性
医
師
の
割
合
が
９・
３
％
と

い
う
状
況
で
す
が
、
女
性
医
師
の
数
は

２
０
１
４
年
と
比
較
し
て
94
％
も
増
加
し

て
い
ま
す
。
私
も
泌
尿
器
科
の
女
性
医
師

と
し
て
、
女
性
の
性
機
能
に
関
す
る
お
悩

み
に
寄
り
添
い
、
少
し
で
も
お
力
に
な
れ

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
こ
の
よ
う
に
性
機
能
障
害
は
適
切
な
治

療
で
改
善
が
見
込
め
る
疾
患
で
す
。
し
か

し
、「
相
談
す
る
の
が
恥
ず
か
し
い
」
と

思
っ
て
、
受
診
を
た
め
ら
っ
て
い
る
方
が

多
い
の
も
事
実
で
す
。
ま
ず
は
お
気
軽
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

女性性機能障害（FSD）の主な原因

心理的要因

「ストレス、不安」
「過去のトラウマ」

「自己イメージの低下」

「ホルモンの変化」
「慢性疾患※1」
「薬の影響※2」
「手術」

「放射線治療の後遺症」

※1：糖尿病、高血圧、肥満、下垂体機能低下症、甲状腺機能低下症など
※2：降圧役、抗うつ剤（SSRI）、低用量ピルなど

「パートナーとの
コミュニケーション不足」
「信頼の欠如」

身体的要因 人間関係の問題

（※1） Tsujimura A.・他: Erectile Function and Sexual Activity Are Declining in the Younger Generation: Results from a National Survey in Japan. World J Mens Health. 43: 239-248, 2025.
（※2） 日本性機能学会: ＥＤ診療ガイドライン 第３版. 第３版 ＥＤ. 日本性機能学会, 東京, ２０２１．
（※3） Corona G.・他: Meta-analysis of Results of Testosterone Therapy on Sexual Function BasＥＤ on International Index of Erectile Function Scores. Eur Urol. 72: 1000-1011, 2017.
（※4） Parish S. J.・他: The International Society for the Study of Women’s Sexual Health Process of Care for the Identification of Sexual Concerns and Problems in Women. Mayo Clin Proc. 94: 842-856, 2019.
（※5） 日本産婦人科医会: 産婦人科診療ガイドライン 婦人科外来編 ２０２３． 日本産婦人科医会, 東京, ２０２３．
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TAKE FREE

泌
尿
器
疾
患
に
つ
い
て
、

知
っ
て
い
て
ほ
し
い
事
。
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